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水田雑草キカシグサの生育に及ぼす窒素施肥，
水深，遮光ならびにピラゾレート剤の影響
有馬 進・芝山秀次長F・桑原員英
(佐賀大学農学部・*佐賀大学海浜台地生物生産研究センタ…)
Effects of nitrogen fertilizer， water・ depth，shading and pyrazolate 
on the growth of Rotala indica (Willd.) Koehne var. ul留inosa(Miq.) Koehne. 
Susumu ARIMA， Hidejiro SHIBA YAMA * and Mami KUWAHARA 
(Faculty of Agriculture， Saga Univ巴rsity，1， Honjyo， Saga， 840 Japan;場'Marineand Highland Bioscience Center， 
Saga University， 1-1， Ohdoi， Watada， Karatsu， 847 Japan) 
摘要
1年生の広葉水田雑草キカシグサ(ミソハギ科)の生理生態に関する基礎資料を得ることを呂的とし
て，窒素施肥量(0， 1， 5， 10g/m')，水深(0， 1， 5， 10， 15cm)，および遮光 (50，70， 85%) 
をそれぞれ段階的に変更したポット栽培条件下でキカシグサ幼植物の移植後の生育反応を観察した。そ
の結果，キカシグサは，各条件ならびにその程度に応じて生育童が大きく変化し，なかでも水深と遮光
率の増大に伴う生育の抑制が著しかった。また，窒素施胞についても最多施用量区で若干の生育量の減
少がみられた。一方，ミソハギ科雑草の薬部樹性による残草化について，水田栽培における除草剤試験
を実施してキカシグサのピラゾレート剤耐性と残草化の程度を検討した。
Summary 
Effects of applications of nitrogen fertilizer， flooding and shading on the growth of Rotala 
indica (Willd.) Koehne var. uliginosa (Miq.) Koehne， an annual broad leaved weed (Lythraceae) in 
paddy fields were investigated by transplanting 2 leaf stage plants into Wagner pots. Amounts of 
nitrogen fertilizer applied were 0， 1， 5， and 10 g a .i./m2 • Water depths of flooding were 0， 1， 5， 10 
and 15 cm. Shading levels were 0， 50， 70 and 85% of natural sun light. The species changed its 
growth in shoot length and number of branches per plant by the condition. Its growth was 
remarkably suppressed as the water depth and the shading level increased. Also， the growth was 
slightly decreased in 10 g a.i./m2 of nitrogen fertilizer application. 
The herbicide tolerance of the species was observed in field experiments by treating with 
pyrazolate. 
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緒言
海浜台地や中山間地の水田において環境調和型
稲作を進めるためには，過剰な薬剤の使用を避け，
耕種的防除や生物的防除などを取り入れた総合的
な雑草防除法を確立する必要がある 2，九本報告で
は，台地，中山間地の棚田や平坦部等でも管理が
不十分な水田での発生が問題となっている l年生
の広葉革本の中でキカシグサ(ミソハギ科)を対
象として取り上げ，その生態生理を明らかにして
将来の総合的防除への基礎資料とするため検討を
行った。本車種の発生に密接な関係を持つ発芽生
理については若干の研究1)などが行われているの
みであり，また，発生後の生育特性についてはほ
とんど明らかにされていない。一方， ミソハギ科
雑草については，近年普及しているピラゾール系
除草剤の不適切な使用実態のためにしばしば残革
化がみられたことから刊当該雑草の生育特性に
基づく適切な関除体系の検討が望まれている。
本報では，まず，キカシグサの基本的な生育特
性を知る一環として，窒素施用量，水深および遮
光程度を段階的に変更した条件下で本草の生育反
応を観察して生態解明のための基礎資料を得ると
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ともに，キカシグサに対するピラゾレート剤の防
除効果を調査した。
材料と方法
A.生育特性の解析:1/2000アールワグネル
ポットで窒素成分施用量(0， 1， 5， 10g/ 
m')，水深(0， 1， 5， 10， 15cm)および遮光率
( 0， 50， 70， 85%)をそれぞれ変化させ， 2個体
のキカシグサ幼植物(第2対生葉期)を移植して
生育を観察した。ポットには佐賀大学農学部内の
水田土壌(重粘土)を充填し， 1994年7月20日に
代掻きして 2cmに湛水した。施把については窒素
施用量変動匹以外での窒素成分量は 2g/ばとし，
燐酸と加患はすべての区について各成分量 2g/ 
討を元肥に施した。水深は，土壌の充填霊により
水位を調節し，水深ocm区では常に飽水~落水状
態を保った。遮光率は寒冷紗 1'"'-'3枚の被覆に
よって調節した。 1994年7丹21日に向学部内の水
田に発生したキカシグサ(草丈2cm，第2対生本
葉展開期)をポット当たり 2個体移植した。なお，
各処理は 2反復とし，ポットは佐賀大学農学部関
場(野外)に撞いた。
生育量の調査は， 8月22日に各1ポットを供試
して，個体の分枝次位別の茎数・茎長，茎葉部乾
物震，根長，根部乾物重を測定し，根長の測定に
はノレートスキャナを用いた。また，萌果の種子形
成数の比較を行うため12月8日に，茎頂端より 3
節目の萌果を各個体より無作為に10個ず、つ採取し，
種子数を測定した。
B.隷草剤処理実験 1 佐賀大学農学部水田
(重粘土・水稲単作田)において実験を行った。試
験毘はピラゾレート10%粒前(製品量で75，150， 
300g/a)と対照薬剤としてプレチラクロール 2%
粒斉日(製品量で75，150， 300g/a)及び薬剤無処理
区の 7区・ 2反復を設けた。 1区画は波板で15m'
(3 mX 5 m)に仕切った。薬剤処理は水稲移植3
日後に行った。{共試水稲には品種アキタコマチを
用い，移植は1994年5月24日に，稚菌を 1株3本
で正方形植 (20cmX 20cm) した。施肥は元肥とし
てNPK成分量でそれぞれば当たり 2g， 3 g， 2 
gを施し，追肥は7月5日にNPK成分量でそれ
ぞれば当たり1.5g，1.5g， 1.5gを施した。水管理
は常時2'"'-'3 cmの湛水とした。その他の管理は佐
賀平坦の慣行に準じた。雑草発生調査は， 7月25
日に，各区内において雑草発生程度が中庸な2カ
所を選定し， 20cmX 20cmのコドラートを用いて，
草種別に個体数を測定した。
除草剤処理実験 2 佐賀大学農学部コンクリート
水田において水稲栽植の有無(水稲栽植・裸地)
の2条件下でピラゾレート10%粒剤の効果をみた。
試験毘構成はよ記除草剤処理実験1と同様とし，
1区画10m'(2 m X 5 m)でその中を水稲の栽植
の有無により 1mX5mに2分した。供試水稲に
は品種ピカイチを用い，ミ994年6月9日に稚苗を
1株3本で正方形植 (20cmX 20cm) した。肥培管
理等は実験1に準じた。雑草発生調査は7月22日
に行い，除草剤処理区では栽植・裸地からそれぞ
れ3カ所，除草剤無施用区では栽植・課地からそ
れぞれ4カ所選び， 60cmX60cmのコドラートを用
いて，キカシグサの発生個体数と抽水した茎数を
測定した。また， 8月4Bには各区の裸地部分に
おいて接線法(各区内に 5ml幅の紐を直線的に渡
し，接した雑草の個体数を測定)を用いて残存し
た草種とその頻度を比較した。
結果と考察
A.キカシグサの生育特性
本実験で設定した条件に伴うキカシグサの生育
反応は，移植後32日自に茎葉部と根部の諾形質に
ついて観察を行ったが，いずれの形質もほぽ同様
の傾向を示したので，ここでは個体の総茎長と総
根長を中心にその概要を説明する(表し表2，
図 1)。まず，窒素施肥への反応については，施用
を0， 1， 5， 10g/m'と変化させた結果，繁茂
程度は 5g区で最も高くなった。すなわち，総茎
長は窒素の増施に伴う分校数の増加により長く
なったが， 10g区ではやや分校茎の生育が劣り総
茎長の伸びが抑制された。根長についても茎長と
同様の傾向を示した。次いで，水深処理に対する
反応をみると，繁茂程度は水深 1cm区で最も高く
水深に伴って低下した。総茎長は水深ocmの飽水
~落水状態では節聞が短くなったためにやや伸長
量が少なし水深1cmで最も長くなった。しかし，
それより水深が増すと分枝茎数が減少したことに
よって総茎長・総根長ともに著しく減少した。遮
光処理についてみると，繁茂度は無遮光臨と50%
遮光区でほとんど変わらなかった。総茎長につい
ては， 50%区で分枝茎数と各節間長が増したため，
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表 1 キカシグサの個体当たり総茎長と総根長の変化
窒素施肥室g/m' 。 l 5 10 
引内尚.ー--------骨骨#柑却判明---ーーー・ a ・・-----------_ー・司・----柑悼州白骨骨#白骨暗唱-------ーーー・・・ E
総嘉長 cm 730 1090 1670 550 
総根長 cm 93 135 155 82 
水深 cm 。 l 5 10 15 
ーーー曹司令柚仲輔骨咽_------_----・・ーー---ゆ榊榊悼#制仲白骨 W 輔仲-------ーー・ E ・・-----・ E ・
総茎長 cm 825 910 395 190 230 
総根長 cm 75 98 52 21 35 
遮光率 % 。 50 70 85 
ーー『ーーーーーーーーーーーーー-------柑柑嶋柑馳胸骨 W 働--・ーーーーーーーーーーーーーーーーー---------崎岬町--暗唱
総茎長 cm 1120 1230 135 85 
総根長 cm 140 91 24 7 
主主:数字は2個体の平均値
表2 キカシグサの個体当たり乾物重と 1荷果当たり種子数
皇室索施肥主主g/m2 。 1 5 10 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--・，馳曲帥旬司自・--曲目ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーー---_酔嶋崎働制掛掛悼
茎葉部 g 1.46 2.42 2.95 0.98 
キ良部 g 0.24 0.39 0.41 0.18 
種子数 39.5 43.3 46.0 44.5 
水深叩 o 1 5 10 15 
茎薬部 g 1.64 1.69 0.56 0.24 0.22 
中良 吉sg 0.20 0.28 0.10 0.06 0.07 
種子数 42.8 49.0 46.4 41.5 34.0 
遮光率 % 0 50 70 85 
茎葉音sg 2.17 1.76 0.29 0.13 
根部 g 0.32 0.21 0.04 0.01 
鶴子数 45.3 47.5 36.5 46.ゲ
注1.茎薬部・恨部乾物重は 2僧体の平均値(8月22日調
まま)
2.滋子数は第3節朗果内の種子数の平均値 (12月8日
調査)
3. 本は未熟穏子が多数
総茎長ではむしろ50%区で勝った。しかし， 70%， 
85%区では遮光強度に伴って総茎長・総根長とも
に減少した。これらの長さの増減の様相は第2表
の茎葉部と根部の乾物重の増減の程度とおおよそ
一致していた。次いで，以上の 3要屈の変化が生
育に及ぽした影響を総合的に検討するために，総
茎長と個体総乾物重の関係を臨2に示した。 2者
の関係はほぼ直線上で変化し，その変動の大きさ
は，窒素施用量>遮光>水深の顕となった。その
場合，窒素施用量の増加は生育をプラス方向へ，
水深・遮光の増加はマイナス方向へ作用した。
各個体の茎の上位(頂端から第3節目)萌果に
おける 1果当たりの種子数を各条件別に比較した
結果(表2)，種子数は窒素施用量変動区では 5g 
区，水深区では 1cm区，遮光院では50%区が多く
なり，茎葉の繁茂程度とほぽ開様の傾向を示した。
ただし，遮光85%区では種子数こそ多かったもの
の，その大半は未熟種子であった。
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図 1 キカシグサの生育状況
A:皇室素施肥区 0，1， 5， 10 (施用量g/m')
B:水深区;0， 1， 5， 10， 15 (水深cm)
C:遮光区;0， 50， 70， 85 (遮光率%)
各処理のポットは，上下2反復
B.隷草剤処理に伴う後発生雑草とその個体数
実験 1 試験水田において発生が確認された草種
は12種で，無処理区ではミソハギ科のキカシグ
サ・ヒメミソハギ，ミゾハコベ科のミゾハコベが
多かった。キカシグサ・ヒメミソハギ、は，ともに
どラゾレート低薬量区で後発生本数が多く，本実
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除草剤処理に伴う後発生草穣と個体数表 3
穏草
全個体数
無処潔
ピラゾレート 75
ピラゾレート 150
ピラゾレ…ト 300
プレチラクロール 75
プレチラクロ…1レ150
プレチラクロー ノレ 300
98.5 
66.8 
39.7 
16.6 
54.7 
40.3 
11.4 
コナギ タネツケパナ 7プノメ コゴメガヤツザ その他
l.0 
0.8 
0.3 
0.0 
l.3 
l.0 
0.5 
4.5 
5.3 
5.0 
l.5 
2.8 
2.5 
l.8 
0.0 
0.3 
0.0 
0.0 
0.3 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.3 
0.0 
0.0 
l.3 
l.8 
l.5 
0.0 
l.5 
0.5 
0.0 
アゼナ タマガヤヴリ マツノてイ 千ヌホタルイ ミゾハコベ
22.0 
15.5 
9.5 
0.5 
13.0 
10.5 
3.0 
3.8 
3.0 
0.5 
0.3 
2.3 
2.5 
l.3 
0.8 
0.0 
0.0 
0.0 
3.0 
0.0 
0.0 
8.3 
2.0 
0.3 
0.0 
5.8 
2.5 
0.0 
3.8 
2.5 
l.3 
0.0 
3.0 
3.5 
0.0 
キカシグサ ヒメミソハギ タイヌピエ
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.3 
0.0 
0.0 
37.0 
20.3 
15.0 
10.0 
15.8 
13.0 
3.5 
19.0 
15.3 
6.3 
4.3 
5.3 
4.3 
l.3 
薬剤名・処理菜室
注1.処理薬;長(製品笠;g/a) 
2.似体数は20cmx20cmのコドラー ト内に発生した数
3.薬剤処理5月27日，調査7月25日
ピラゾレート剤がキカシグサの後発生に及ぼす影響(コンクリート水間)表4
S300 
0.0 
0.0 
0.0 
o.。
S75 
7.3 
0.0 
16.0 
o.。
P300 
8.0 
l.3 
45.3 
l.3 
P75 
8.5 
3.0 
64.5 
5.。
無処理
? ?
??
?????
?
?
?
?????
裸地
水稲群落内
拍水茎数裸 地
水稲群落内
項目¥処理区
個体数
注1.個体数は60cmx60cmのコドラー ト内の発生数
2.拍7](主主数は伺コドラー ト内の護水深約2cmより抽水した茎数
3.処理区の?はピラゾレー ト， sはプレチラクロー ル，数字は製品施用量(g/a)
4.薬剤処理6月10日，調査7月22臼
除草剤処理に伴う後発生草種とその頚度(コンク I}ート水田:裸地状態)表 5
種主事
コナギ
+十
十
イヌホタlレイタウコギミゾハコベウキクサ
??ー?ー?++ 
++ 
???
+十
十十
+ 
マツバイ
???????
タマガヤツリ
十+
+ 
十
アゼナ
??????
キカシグサ ヒメミソハギタイヌピエ
トー
????
ザト
トー
ザト
十
十 ωト
ヂト
十
十
十十
十十
十
十
十
無処理
ピラゾレート 75
ピラソレート 150
ピラゾレート 300
プレチラクロール 75
プレチラクロール 150
プレチラクロール 300
薬剤名・処理薬議
十+
十
十時ト十+
十
??
十十
十
十
十+
十
トー
主主:1.処理薬笠(製品設;g/a) 
2.残存頻度は接線法 (5m拙i隠)を用い，
て示した。
3.薬郁処理6月10日，調査8月4日
1m当たりの出現回数がO聞を(-)， ü.1~4.9聞を(+)， 5.0凹以上を(++)とし
向が認められた。接線法により裸地条件下で発生
が確認された革種は， 10種であった(表5)。無処
理区ではヒメミソハギ，カヤツリグサ科のイヌホ
タルイ， ミズアオイ科のコナギが多く，
サは目立った発生量ではなかった。このことはヒ
メミソハギ・イヌホタルイ・コナギなど比較的大
型になる雑草にキカシグサが被圧されたためで，
その結果，キカシグサはピラゾレート各区におい
て無処理区よりも頻度が高くなったと思われる。
また，プレチラクロール区で、は150・300g区で発生
キカシグ
験で詰プレチラクロール各区に対してやや高い発
生本数となった(表3)。したがって， ミソハギ科
雑草はプレチラクローノレ剤よりピラゾレート離に
対して若干の耐性を持つものと判断された。
実験 2 裸地と水稲群落条件下でのピラゾレート
処理効果をキカシグpサについて処理後42日目に調
査した結果，裸地でのキカシグサ発生個体数は無
処理区とピラゾレート75g区で差がみられず，水
稲群落内でも同様であった(表4)。さらに，水深
2cmで抽水した茎数においても個体数と同様の傾
水間雑草キカシグサの生予言に及ぽす議索施肥，水深，遮光ならびにピラゾレート剤の影響 37 
が抑制された。すなわち，裸地条件においては無
処理区でキカシグサがタマガヤツリ・イヌホタル
イ・コナギなどの雑草に被圧されたのに対し，ピ
ラゾレート毘ではこれらの競合雑草の発生が抑制
されたため，キカシグサが優占草麓となったもの
と考えている。
以上のことから，キカシグサが各種の栽培管理
条件に伴いその生育量・種子形成数を大きく変化
させることが明らかとなり，本車種発生後の生理
生態の解明と有効な制御への基礎資料が得られた
と考えている。
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